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本
会
の
元
理
事
長
で
あ
ら

れ
た
今
津
晃
京
都
大
学
名
誉

教
授
が
六
月
一
八
日
、
逝
去

さ
れ
た
。
享
年
八
六
歳
で
あ

っ
た
。

　
教
授
は
、
大
正
六
年
（
一

九
］
七
）
、
静
岡
県
浜
名
郡

鷲
津
町
に
生
ま
れ
ら
れ
た
。

静
岡
県
立
見
付
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
旧
制
第
三
高
等
学
校
に
進
ま
れ
、

昭
和
＝
二
年
（
一
九
三
八
）
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
に
入
学
さ
れ
た
。
日

中
戦
争
開
始
の
翌
年
と
い
う
入
学
年
が
示
す
と
お
り
、
教
授
の
青
年
時
代
は

激
動
の
た
だ
中
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
三
年
後
に
起
こ
っ
た
真
珠

湾
攻
撃
に
よ
る
日
米
開
戦
は
、
教
授
ら
昭
和
＝
二
年
入
学
生
の
卒
業
年
度
に

あ
た
っ
た
。
開
戦
の
た
め
在
学
年
限
が
縮
小
と
な
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
昭
和

一
七
年
三
月
で
あ
っ
た
教
授
ら
の
卒
業
式
は
、
繰
り
上
げ
卒
業
と
し
て
開
戦

か
ら
三
週
間
後
の
一
六
年
一
二
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
ま
ま
、
学
窓

を
離
れ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幸
い
、
教
授
は
翌
一
七
年
三
月
、

帝
国
大
学
文
学
部
副
手
に
嘱
託
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
渦
中
に
研
究
活

動
を
継
続
す
る
僥
倖
に
恵
ま
れ
、
学
問
の
道
に
進
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
職
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
記
そ
う
。
昭
和
二
五
年
、
新
制
大
学
発

足
間
も
な
い
時
期
に
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ
た
教
授
は
、
同

三
四
年
（
一
九
五
九
）
、
大
阪
大
学
か
ら
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
配
置

換
え
と
な
り
、
そ
の
後
、
昭
和
四
二
年
二
月
文
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

以
後
、
一
四
年
に
わ
た
っ
て
文
学
部
教
授
を
務
め
ら
れ
後
、
同
五
六
年
、
京

都
大
学
を
停
年
に
よ
り
退
官
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
昭
和
五
〇
年
四
月
か
ら
二

年
間
弱
、
京
都
大
学
評
議
員
の
任
に
あ
た
ら
れ
、
同
五
二
年
一
月
か
ら
五
三

年
一
月
ま
で
は
、
京
都
大
学
文
学
部
長
兼
文
学
研
究
科
長
の
要
職
を
務
め
ら

れ
た
。
史
学
研
究
会
に
お
い
て
も
長
く
評
議
員
さ
ら
に
理
事
を
歴
任
さ
れ
、

昭
和
五
一
年
六
月
か
ら
五
六
年
忌
で
は
二
期
に
わ
た
っ
て
理
事
長
を
務
め
、

本
会
の
発
展
に
多
大
の
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。

　
教
授
の
聲
咳
に
接
せ
ら
れ
た
会
員
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
記
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
、
さ
さ
や
か
な
追
悼
の
一
文
を
奏
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
教
授
は
我
が
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
研
究
の
開
拓
者
と
し
て
、

長
く
斯
界
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
ら
れ
た
。
と
く
に
昭
和
三
五
年
（
一

九
六
〇
）
に
上
梓
さ
れ
た
代
表
作
『
ア
メ
リ
カ
革
命
史
序
説
』
（
法
律
文
化

社
）
は
、
故
メ
リ
ル
・
ジ
ェ
ン
セ
ン
教
授
を
筆
頭
と
す
る
独
立
革
命
史
研
究
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を
渉
猟
、
博
引
さ
れ
た
、
そ
の
時
点
で
の
我
が
国
ア
メ
リ
カ
史
研
究
を
国
際

的
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
た
記
念
碑
的
労
作
で
あ
っ
た
。
「
内
部
革
命
論
」

と
い
う
新
見
地
を
提
示
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
近
年
の
社
会
史
研
究
の
先
駆

け
と
も
な
る
＝
二
植
民
地
社
会
の
研
究
に
先
鞭
を
付
け
た
点
な
ど
、
同
書
が

学
説
史
上
に
持
つ
意
義
も
大
き
い
。
ち
な
み
に
教
授
の
生
涯
を
通
観
す
る
と

き
、
五
〇
代
前
半
ま
で
の
前
半
生
の
仕
事
は
、
以
後
の
㎎
ア
メ
リ
カ
独
立
革

命
騙
（
至
誠
堂
、
一
九
六
七
）
、
そ
の
九
年
後
の
騨
ア
メ
リ
カ
独
立
の
光
と

殴
謹
（
清
水
書
院
）
な
ど
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
史
研
究
に
集
中
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
み
ず
み
ず
し
い
文
体
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
、
我
が
国
独

立
革
命
史
研
究
の
基
盤
を
築
い
た
業
績
で
あ
る
。

　
他
方
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
、
教
授
は
い
ま
一
つ
の
大
著
『
概
説

現
代
史
賑
を
上
梓
さ
れ
、
同
書
は
一
九
八
四
年
改
訂
増
補
さ
れ
た
。
こ
の
お

仕
事
は
、
教
授
の
五
〇
代
に
入
っ
て
の
研
鑛
を
集
大
成
し
た
、
新
た
な
分
野

の
金
字
塔
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
一
言
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
今
津
教
授
は
、
上
述
の
通
り
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
、
京
都
大
学
教

授
に
昇
任
さ
れ
た
が
、
ご
担
当
と
な
っ
た
講
座
は
、
当
時
日
本
の
国
立
大
学

中
唯
～
の
も
の
と
し
て
京
都
大
学
文
学
部
に
新
設
さ
れ
た
「
現
代
史
講
座
」

（
翌
昭
和
四
二
年
、
「
現
代
史
学
講
座
」
に
改
称
）
で
あ
っ
た
。
新
設
講
座

の
い
ず
れ
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
草
創
期
の
現
代
史
学
講
座
は
ま
さ
に

擢
　
つ
で
大
海
に
こ
ぎ
出
し
た
小
舟
に
も
似
て
い
た
。
教
授
の
双
肩
に
講
座

の
将
来
の
す
べ
て
が
か
か
っ
て
い
た
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
現
代
史
学
と
い
う
学
問
自
体
が
、
　
一
講
座
と
い
う
狭
い
枠
で

研
究
す
る
に
は
あ
ま
り
に
膨
大
で
困
難
な
学
問
領
域
で
あ
っ
た
。
国
民
国
家

の
枠
を
越
え
て
い
か
に
世
界
史
を
構
想
す
る
か
。
多
元
的
か
つ
相
互
関
連
を

持
つ
複
雑
な
二
〇
世
紀
世
界
の
歴
史
的
態
様
を
、
国
家
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

政
治
経
済
的
、
さ
ら
に
は
社
会
史
的
に
分
析
す
る
と
い
う
、
お
そ
ら
く
今
日

で
も
依
然
困
難
な
課
題
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
い
つ
そ
う
困
難
な

課
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
講
座
の
初
代
教
授
と
し
て
、
教
授
は
就
任
後
、
ア
メ
リ
カ
独
立

革
命
史
研
究
か
ら
二
〇
世
紀
現
代
史
研
究
に
重
点
を
移
し
た
が
、
そ
の
集
約

点
が
原
稿
用
紙
一
四
〇
〇
枚
に
及
ぶ
大
著
『
概
説
現
代
史
鵬
お
よ
び
そ
れ
を

補
っ
た
一
〇
年
下
の
『
概
説
現
代
史
撫
（
改
訂
増
補
版
）
で
あ
っ
た
。
現
代

世
界
史
の
体
系
的
通
史
と
し
て
ば
か
り
か
、
事
柄
の
細
部
を
い
さ
さ
か
も
揺

る
が
せ
に
し
な
い
精
緻
さ
に
お
い
て
、
今
日
な
お
、
二
〇
世
紀
世
界
史
叙
述

を
目
指
す
後
学
の
も
の
に
と
っ
て
容
易
に
越
え
が
た
い
高
峰
の
～
つ
を
な
す

仕
事
で
あ
る
。

　
以
上
、
工
つ
の
主
要
業
績
に
加
え
て
教
授
は
、
近
代
市
厩
社
会
の
あ
り
様

と
く
に
合
衆
国
に
お
け
る
自
由
の
あ
り
方
に
も
深
い
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
観

点
か
ら
後
半
生
、
合
衆
国
憲
法
の
歴
史
的
意
義
ま
た
連
邦
制
の
展
開
に
も
鋭
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利
な
歴
史
的
分
析
を
試
み
ら
れ
た
。
編
著
㎎
第
一
次
大
戦
下
の
ア
メ
リ
カ
ー

市
民
的
自
由
の
危
機
』
（
柳
原
書
店
、
｝
九
八
一
）
お
よ
び
共
著
㎎
市
民
的

自
由
の
探
求
一
両
大
戦
問
の
ア
メ
リ
カ
』
（
世
界
思
想
社
、
～
九
八
五
）
が

そ
の
成
果
で
あ
っ
た
。
教
授
の
絶
筆
と
な
っ
た
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
権
力
と
人

種
問
題
」
（
噸
史
林
』
第
七
五
巻
四
号
、
一
九
九
三
）
も
二
〇
世
紀
国
民
国
家

に
お
け
る
人
種
関
係
の
変
容
を
問
う
論
文
で
あ
り
、
市
民
社
会
に
お
け
る
人

権
と
自
由
に
寄
せ
る
思
い
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
史
研

究
・
現
代
史
研
究
を
志
さ
れ
た
先
生
に
と
っ
て
、
生
涯
を
通
じ
て
研
究
を
牽

引
し
た
内
発
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
研
究
者
と
し
て
の
業
績
に
加
え
て
、
教
育
者
と
し
て
の
教
授
の
お
仕
事
に

も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
授
は
昭
和
二
三
年
、
ま
さ
に
青
年
研
究

者
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
同
志
社
大
学
時
代
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
の
大
阪
大

学
、
京
都
大
学
、
さ
ら
に
は
停
年
退
官
後
も
九
年
に
亘
り
教
授
を
務
め
ら
れ

た
京
都
女
子
大
学
時
代
を
含
め
て
実
に
四
一
年
の
長
き
に
お
よ
ぶ
教
員
生
活

を
通
し
、
多
数
の
人
材
を
教
育
界
、
実
業
界
、
学
界
に
送
り
出
さ
れ
て
き
た
。

豊
か
な
学
識
と
蓄
積
さ
れ
た
経
験
、
さ
ら
に
は
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
す
が
す

が
し
い
お
入
柄
が
、
先
生
の
周
り
に
常
に
人
の
輪
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
ゆ
え

ん
で
あ
る
。
お
酒
好
き
で
あ
り
、
ま
た
豪
放
堕
落
で
あ
っ
た
反
面
、
教
授
は

ま
さ
に
繊
細
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
細
や
か
な
気
配
り
を
絶
や
さ
な
い
お
人

柄
で
あ
っ
た
。
教
授
の
温
か
い
人
柄
に
ふ
れ
て
、
実
に
多
く
の
学
生
が
入
生

の
な
ん
た
る
か
を
学
び
、
自
ら
の
進
路
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
の

情
熱
と
慈
愛
に
心
か
ら
感
謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
教
授
の
情
熱
に
満
ち
た
あ
の
奥
深
い
眼
差
し
を
心
に
刻
み
つ
つ
、
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
紀
平
英
作
記
）

今津晃先生を偲ぶ
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